
抜
げ
る
よ
う
に
澄
'
全
両
勾

す
が
す
が
し
い
き
れ
い
な
空
気
8

静
和
な
た
た
ず
ま
い
の
住
宅
地
@

魚
が
い
っ
ぱ
い
拙
ぐ
せ
せ
ら
ぎ
。

許
時
班
長
で
産
業
活
動
が
活
問
畑
じ

な
る
に
つ
れ
て
、
わ
た
く
し
た
ち
り

ま
わ
り
和
ら
こ
の
よ
う
な
風
浪
が
に

&
ん
台
L
姿
た
ぬ
し
て
い
き
ま
す
。

澱
し
い
勢
い
で
〉
。
一
一
え
ゐ
自
動
車
mu

0.221)-'2 

公
警
に
悩
む
ま
ち
の
怨
。
し
か
し
卒
採
の
怨
は
ま
だ
ま
だ
お
れ
い
だ
。
公
害
検
査
吉
一
で
は
汚
染
防
制
止
に
懸
命
だ

出
す
排
気
ガ
只
や
騒
音
、
思
壌
や
事

r
g対
日
間
酸
素
ム
結
び
古
い
ぜ
六
策
甲
ら
き
と
葱
轟
の
除
去
誼
綴
の
打
歩
前
し

業
所
か
ら
↑
発
信
す
る
汚
水
、
廃
滅
、
ば
じ
ひ
ろ
が
り
ま
す
。
乙
れ
が
「
イ
オ
ク
さ
か
問
題
と
な
れ
立
ま
す
。
乙
れ
は
人
そ

い
冊
、
精
じ
ん
、
ガ
ス
、
興
特
緩
整
物
」
で
、
素
雫
さ
す
犯
人
目
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
に
お
い
に
対
す
る
鴎

ザ
由
、
堀
動
な
ど
の
か
公
害
μ
の
た
め
!
う
ち
、
軍
航
融
問
ガ
ス
と
並
ん
で
の
大
物
覚
部
品
ア
フ
こ
と
、
品
凶
暴
に
ふ
与
え
た
窓
呉

住
民
の
生
活
滝
描
は
手
く
な
白
、
い
ま
で
す
。
こ
の
ガ
ス
の
ほ
ん
引
に
、
ば
い
揮
、
公
詩
L
対
す
る
柏
町
術
開
発

ωテ
ジ
ポ
が

で
は
大
き
な
在
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
粉
じ
ん
、
事
気
な
ど
の
く
せ
者
が
い
ま
お
く
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
端
接
、

す

。

す

が

、

乙

れ

ら

が

白

光

を

さ

る

さ

D
、
議
盟
問
部
門
で
は
む
し
ろ
環
境
緒
仲
抗
菌
古

文
化
嗣
出
家
め
先
端
ぞ
い
〈
ア
メ
ηJ出
額
ア
ど
物
を
よ
な
し
、
ぜ
ジ
ジ
ク
の
よ
の
指
要
量
曹
が
導
ま
れ
ま
す
が
、
化

合
間
闘
で
も
二
一
h
v
yン
大
統
領
は
己
う
な
健
康
上
の
富
市
を
号
一
え
ま
す
。
む
の
制
捜
壌
や
化
学
広
場
四
一
場
合
一
回
注
目
制
溺
を

と
し
む
容
積
一
般
教
番
目
中
で
n
公
害
対
策
#
レ
て
は
、

5
F議
書
記
慮
と
国
間
な
置

と
犯
揮
の
追
放
M

併
を
述
べ
て
い
ま
す
。
伊
川
相
立
政
議
レ
て
纏
を
な
と
占
1
1

投
幅
削
が
待
ち
唱
雲
れ
ま
才
。

と
れ
は
、
公
害
が
ひ
と
り
わ
が
厨
疋
げ
閣
内
hv燃
儲
m
U
国
管
理
を
じ
て
、
寄
の
芯

で
な
く
、
ひ
っ
、
世
界
共
通
の
肉
慮
と
い
矧
に
す
叫
。
マ
眠
警
と
顕
働
市
戸
い
山
中
出
せ
ら
れ
る

な
っ
て
き
て
い
る
乙
と
室
市
し
て
い
ま
犠
じ
ん
銭
鐙
て
ば
い
縛
者
処
顔
。
公
害
閣
時
打
山
口
怖
の
約
半
分
が
己
れ
で
、

7
.
社
会
の
構
弛
を
も
た
ら
す
産
業
心
開
突
セ
高
く
し
て
、
四
時
白
枇
き
出
レ
対
象
ぽ
プ
レ
ス
と
厳
舎
が
断
熱
帯
J

い
a

苑
遣
と
進
掛
川
い
ろ
い
ろ
の
習
で
か
速
度
や
温
度
が
F
M
Uて
、
時
を
骨
聞
い
窓
範
囲
も
狭
い
の
で
、
私
的
な
民
事
土
の

た
可
し
た
ち
自
生
事
表
晶
び
や
か
オ
と
で
拡
散
さ
せ
る
a

問
題
と
も
い
え
ま
す
が
、
す
1
rスソ打

い
う
向
と
も
皮
肉
な
ζ
と
に
な
っ
て
し
な
ど
の
方
法
が
あ
げ
ら
れ
ま
え
政
の
一
端
と
し
て
蓄
警
も
い
ろ
い

ま

っ

た

の

で

す

。

ろ

と

官

惇

L
対
処
し
、
苧
段
詮
議
U
C

神
高
川
明
暗
で
は
、
昭
和
三
十
九
年
六
マ
汚
水
都
市
下
水
や
家
畜
し
尿
、
い
ま
す
が
、
そ
由
一
つ
に
対
象
庁
{

月
に
「
神
奈
川
削
減
汽
ム
密
の
防
止
に
関
す
虫
場
制
ら
の
磨
滅
な
P
ほ
通
常
、
排
水
移
転
が
あ
り
ま
す
@
神
田
地
区
の

る
張
関
」
を
制
定
し
、
留
で
も
泊
和
四
特
昭
一
信
通
っ
て
山
間
で
レ
宇
フ
の
を
争
ま
れ
シ
}
九
千
五
育
学
万
M
を
間
設
の
う
ミ
え

士
一
年
八
一
月
「
公
害
対
祭
器
本
告
を

B
に
先
ず
、
む
?
と
レ
た
ち
に
霊
神
中
小
企
業
沼
地
」

強
打
し
て
、
続
発
す
る
公
害
関
商
閣
の
基
影
響
な
い
よ
う
に
み
え
ま
す
が
、
一
阿
川
振
動
な
E
で問

十
品
的
強
用
車
元
同
づ
け
均
身
按
強
力
な
を
よ
円
}
し
、
農
業
山
用
水
内
、
両
川
・
沿
岸
譲
L
ま
レ
会

漁
業
へ
の
八
会
自
の
裂
回
に
な
P
ま
す
。

b

「
棺
療
川
申
化
じ
た
乙
の
車
業
は
、

れ
を
き
れ
い
に
す
る
協
議
会
主
設
立
ー
ν
と
も
な
め
日
大
き
な
潟
、
山
市

3u
護
側
約
y
h
河
川
吊
化
に
っ
と
的
て
い
る
ナ
。
な
お
、
型
続
き
一
犬
神
第
一

〈
の
は
注
目
に
問
聴
い
レ
ま
す
@
企
営
再
開
地
一
十
月
八
千
二
五
自
平
方
一

官

μ

山
内
の
旬
師
会
枚
五
十
枚
は
、
合
計
成
レ
て
、

ζ
の
事
業
を
推
進
レ
ま
す
。

mm

四
福
山
門
hvふ
け
て
、
そ
れ
モ
れ
の
業
態
マ
そ
の
ほ
れ
、
主
と
レ
て
王
民
間
十

に
Lmな
っ
作
之
内
広
防
止
の
た
め
の
セ
物
の
過
燕
携
ぷ
に
よ
る
地
下
水
の
簸
京
化

・
山
手
処
頑
梅
A
f作
一
夕
、
前
向
き
に
や
地
盤
背
山
下
へ
の
産
戚
も
大
き
な
問
題

会
審
に
と
り
一
〈
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
で
す
。
地
下
水
の
品
み
上
げ
壁
を
砂
な

に
、
沼
市
市
ば
ノ
£
重
要
性
和
ら
を
〈
ず
る
に
は
、
一
つ
の
例
と
し
て
暴

「
水
質
保
全
法
」
に
よ
る
指
定
河
川
と
の
冷
却
水
田
場
合
、
一
度
使
っ
た
戒
を

会
警
の
規
制
措
簡
を
す
る
考
え
方
を
打
一
な
る
こ
と
eな
?
想
古
れ
ま
す
が
、
宇
フ
一
再
利
用
す
る
と
か
、
や
が
て
惇
ら
れ
る

も
出
し
ま
し
た
。
な
る
と
国
が
水
質
両
祖
国
珂
を
レ
、
従
来
よ
終
末
処
理
場
の
処
理
点
主
利
用
す
る
と

一
方
、
平
境
市
で
は
沼
超
一
一
十
九
年
り
も
き
び
し
く
一
規
制
と
監
督
宇
一
オ
る
こ
か
、
地
下
へ
も
コ
一
度
も
E
す
な
ど
の

に
県
下
で
は
横
浜
、
山
川
崎
L百
L
次
い
で
と
に
な
り
ま
す
。
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
も

三
番
め
に
、
霊
山
の
ハ
ム
筈
慌
を
議
川
家
ま
た
、
製
窓
不
完
全
の
た
め
議
庭
む
ず
か
レ
い
笛
か
あ
え
今
捜
の
研
究

内
に
抽
出
け
、
町
四
十
ご
庁
に
は
構
構
改
革
の
弾
排
水
が
浮
世
レ
て
地
下
水
を
よ
G

1

L
技
術
開
発
か
待
た
れ
ま
す
。

に
よ
っ
て
新
去
の
安
全
課
ヘ
移
D
ま
レ
し
ま
す
。
側
溝
白
新
』
も
さ
る
こ
と
な

だ
が
、
い
ち
皐
く
こ
の
λ

公
害
尚
一
層
に
と
が
ら
「
公
共
下
水
道
」
の
完
成
が
根
本
と
れ
和
ら
、
公
害
戸
廿
政
を
推
進
し
て

Eく
ん
で
お
り
ま
す
。
的
な
解
訣
策
で
す
。
昭
和
三
十
九
年
か
い
く
う
え
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
何
と
い
っ

広
い
範
薗
に
わ
た
る
公
害
問
題
は
、
ら
全
市
域
の
問
問
十
品
目
の
一
地
域
に
、
お
よ
て
も
行
政
機
関
・
企
業
・
住
民
の
連
帯

内
容
も
複
雑
で
一
段
ら
れ
什
滅
菌
で
は
欝
そ
一
ユ
十
年
の
歳
月
と
百
憶
円
の
事
業
費
で
す
。
住
民
の
保
護
が
燈
話
す
る
が
た

き
つ
く
せ
ま
せ
ん
か
、
今
月
は
平
家
市
で
一
進
め
ら
れ
て
い
る
公
共
下
水
道
事
業
め
に
、
企
共
に
の
み
大
き
な
負
担
を
か

の
お
も
な
公
筈
の
現
涜
や
対
識
な
ど
に
に
対
比
あ
ら
た
め
で
市
民
?
心
り
な
さ
同
り
る
の
で
は
酷
な
謡
宅
、
行
政
揖
関
と

き
コ
と
ふ
れ
て
み
ま
し
ょ
一
弓
ん
の
な
理
婦
と
む
協
力
を
お
穎
い
い
た
し
て
は
品
衛
慣
れ
金
め
唱
団
吋
入
や
一
補
助
助
成

し

ま

す

。

持

、

公

害

発

生

以

前

の

指

議

に

境

目

安

門

V

大

気

汚

聾

京

誤

江

葉

地

帯

と

〈

お

く

べ

き

だ

と

い

わ

れ

ま

す

。

ら
べ
る
と
、
平
塚
の
空
は
ま
だ
ま
ど
き
マ
懇
典
畜
産
レ
訳
、
調
鳥
獣
骨
の
幸
い
に
、
ま
だ
正
喜
wれ
い
な
平
塚

れ
い
で
す
。
い
ま
、
市
内
の
広
場
・
事
館
袋
婦
、
化
学
E
揚
が
ら
出
る
長
皐
ほ
の
空
@
何
と
か
レ
で
み
ん
な
の
協
幻
で

裳
果
、
使
間
れ
て
い
る
暗
黒
閣
の
量
一
は
、
数
あ
る
八
ム
替
の
中
で
も
最
古
あ
っ
か
い

E
Q
Pれ
い
な
も
目
安
保
ψ

且
酷
箆
~
い

横
浜
市
の

1
/
田
と
い
わ
れ
て
い
ま
に
苦
い
と
事
れ
て
い
ま
す
@
ワ
ま
位
、
も
の
で
す
@

す
。
雷
晴
樹
を
燃
や
す
と
、
そ
の
申
の
イ
公
害
と
し
て
と
ら
え
る
G
と
の
立
ふ
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そ
の
ひ
?
み
が
い
ろ
い
ろ
め
形
で
混
過
の
子
持
ち
で
は
な
か
ろ
フ
か
。
た
レ
得
た
と
い
う
事
在
、
し
み
じ
の
わ
た
く
レ
が
、
警
め
と
っ
て
四
一
一
十
三
六
十
年
投
与
三
百
八

わ
れ
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
を
お
び
や
女
一
人
、
男
五
人
の
乎
供
者
育
て
み
昧
わ
う
こ
と
の
で
脅
γ

た
お
正
月
で
十
年
た
っ
た
今
日
、
孫
を
含
め
て
十
十
六
人
と
い
う
江
合
に
成
っ
て
い

h
ず
に
い
た
っ
た
の
も
事
実
で
あ
あ
げ
る
に
は
、
大
変
な
苦
労
老
レ
た
あ
る
。
六
人
を
数
一
正
、
今
更
の
よ
う
に
驚
い
き
二
ニ
吉
一
年
た
つ
と
、
た
っ
た
八
人

る
。
レ
た
が
っ
て
、
一
九
七
0
年
代
も
の
だ
。
こ
と
に
戦
時
中
、
物
資
の
子
供
六
人
の
う
ち
二

-
X
C
女
た
。
終
日
、
水
入
ら
ず
で
愉
し
く
聞
に
な
っ
て
レ
ま
5
。
日
本
白
人
口
も

は
、
留
の
繁
栄
を
さ
わ
に
期
待

τQ
不
足
な
時
代
に
、
子
供
刊
行
は
ひ
も
三
一
回
)
は
結
婚
レ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
あ
ん
が
で
吉
た
の
ほ
、
ゎ
れ
わ
れ
矢
あ
と
二
一
十
年
た
つ
と
、
減
少
の
方
向

と
と
お
に
、
な
ず
み
の
僻
訳
を
は
わ
じ
い
、
み
じ
め
な
お
も
い
を
さ
宮
訳
家
を
な
し
、
空
止
な
中
洛
を
営
ん
で
捕
に
と
っ
て
、
河
ふ
臼
の
お
年
五
と
に
転
じ
て
い
く
と
い
う
長
じ
あ
る
。

品
べ
き
内
政
の
年
で
あ
る
と
い
わ
恥
い
と
、
と
ζ
ろ
な
栴
い
た
思
い
出
露
翻
務
総
鱗
畿
緩
綴
錦
繍
綴
鍛
務
総
磯
均
以
緩
滋
綴
敏
選
擁
護
ま
た
一
経
語
学
省
は
、
人
リ
増
こ
そ

で

い

る

。

け

、

い

ま

で

h
忘

れ

難

い

も

の

が

あ

欝

欝

議

麟

欝

欝

際

機

欝

畿

欝

喝

綬

畿

譲

事

事

長

一

号

、

主

力

主

わ

2
3
4
2
5白
。

襲

撃

機

撃

襲

撃

襲

撃

士

、

寄

書

き

せ

E

M
一
協
和
田
十
四
年
度
主
官
、
山

b
i
-
-
F

欝
畿
欝
鶴
騒
鍾
欝
麟
鱗
饗
欝
議
機
鱒
騒
い
う
。
喪
主
一
一
八
せ
母
、
閣
の
も
遠

き
つ
づ
い
一
し
市
長
官
の
議
決
文
峨
識
字
叩
欝
畿
線
路
鶴
輔
額
縁
綴
線
機
畿
機
ダ
議
機
汲
繍
繍
p

i

け
人
口
減

L3拍
ー
ま
と
い
う
二
と

て
、
二
十
年
の
長
期
展
望
に
た
つ
平
も
件
、
麟
麟
麟
麟
購
鰯
雛
揺
鶴
鱒
織
鱒
鰯
灘
鵜
ぷ
緩
麟
麟
円
だ
に
な
さ
ず
つ
だ
。

回

害

総

合

開

発

計

画

九

妄

賭

す

る

為

与

野

司

カ

欝

鶴

離

鶴

麓

麟

謹

盤

機

鱗

欝

畿

議

冗

輝

吉

年

代

の

諜

勉

ば

内

政

的

嬰

九

日
刊
一
年
次
を
む
わ
え
る
の
が
、
乙
露
五

β

一

月

/

麟

議

鶴

麟

輔

麓

麟

麟

麟

麟

欝

韓

議

裂

と

い

う

か

、

人

口

鶴

害

調

の

皇

(

和

田

十

五

牛

田

院

で

あ

る

。

、

ノ

一

吋

畿

欝

纏

鱗

欝

喝

議

鶴

務

輯

麟

欝

譲

態

撃

に

大

に

か

お

る

重

大

な

問

題

1291

一

ノ

ノ

一

言

警

護

磯

機

事

ゐ

襲

襲

撃

警

護

線

機

密

向

麓

平
塚
の
一
一
本
の
支
像
、
い
わ
/
レ
一

V

磯
畿
瀦
難
鰻
一
険
機
騒
藤
議
簿
議
懸
機
議
機
騒
方
る
市
民
の
主
芝
、
と
〈
に
者
い

ばピ、
ν
ヨ
ジ
ぞ
母
さ
目
、
こ
れ
に
革
づ
ヰ

d
簿

一

3

畿
畿
援
競
鵜
議
務
機
綬
縦
額
際
鱗
緩
議
終
週
明
唱
方
々
は
真
剤
に
〆
J

与
さ
れ
た

五
七
皇
新
砦
の
む
一
間
始
め
は
い
て
十
年
の
基
本
話
、
五
年
の
実
配
ド
一
、

U

繋

騒

騒

鱗

議

議

観

麟

麟

鱗

麟

鱗

護

制

肘

〉

。

ー

の

た

め

E
i
-
-かむ
一

〈

離

職

難

麟

離

党

駄

×

だ
い
つ
も
の
年
な
ら
式
ど
け
で
一
符
な
住
み
よ
い
都
市
づ
く
D
を
す
る
た

i
u屯
一

i
弘
、
毅
襲
警
灘
線
伊
藤
織
機
瀦
繍
緩
機
騒
線
機
織
綴
際
化
市

}
一
軍
れ
ハ
鰯
鰯
緩
繍
滋
騒
鱗
綴
緩
欄
炉
ソ
樹
鱗
鋭
機
機
鱗
機
綴
級
機
綴
錦
麟
鱗
轍
麟
醐
噛
}
午
、
，
間
出
品
の
知
性
か
若
レ
〈
ち
ま
U

わ
っ
表
、
今
年
は
平
常
ど
お
り
動
的
、
新
た
ぺ
法
制
そ
も
っ
三
日
以

f
嘉

一

一

U
J

欝
鱗
鰯
麟
麟
鶴
韓
議
麟
麟
麟
譲
訴
と
〈
に
若
い
人
々
の
己
つ
こ
と
は
、

訴
さ
主
フ
指
宗
主
あ
た
え
た
ロ
仁
と
2
A
t
l
o

喜

重

一

一

一

撃

欝

畿

類

綴

繍

饗

襲

撃

議

麟

議

麟

饗

警

A

t

E

E

爽

一

一

毅

綴

毅

湾

総

鯵

繁

務

態

鶏

鶏

綴

務

懇

議

欝

緩

れ

こ

あ

和

船

主

J

か
し
く
な
っ
た
。
い
っ
た
い
向

む
用
始
め
式
は
午
前
汽
時
半
、
庁
一
一
同
氏
の
み
た
さ
ん
の
協
刀
主
制
)
コ

1
1
j

一
ト
人
融
機
畿
藤
敏
鶏
鱗
麟
欝
灘
勝
機
斜
線
機
騒
熱
湯
線
総
務
総
司

舎

一

禁

止

で

室

長

、

わ

と

主

に

、

童

話

会

主

時

司

一

一

は

麟

麟

鱗

盤

繍

イ

一

暢

離

繍

欝

誌

が

叶

っ

て

い

る

の

が

、

一

段

き

い

た

;

書

記

し

て

、

iけ
て

、

?

る

よ

う

害

時

一

鈎

騒

騒

麟

鶴

麟

欝

鱗

合

同

日

時

計

バ

よ
う
に
言
語
べ
亡
、
協
力
主
て
や
ま
な
い
。
わ
た
く
レ
姐
入
室
一
一
一
リ
守
羅
趨
欝
鱗
擁
護
轟
轟
援
護
饗
議
機
縁
欝

z
J
F
諮
鶴
瀦
鰭
綴
警
錦
繍
瀦
勝
義
襲
撃
霞
い
た
ち
が
結
婚
式
を
あ
げ
る
の
に
「
大

め
た
の
で
あ
る
。
埼
川
、
り
す
也
と
、
昭
和
同
十
五
年
度

E

Z

J

3

J

鞠
錨
畿
瀦
綴
綴
繊
麟
務
総
綴
絡
線
機
騒
機
織
総
務
緩
鎗
綴

弘

、

ご

ω

綴
毅
畿
襲
撃
議
警
護
鑓
義
弘
総
務
と
安
』
目
白
」
量
点
と
い
う
の
は
、
お

「
一
九
六
0
年
代
は
、
国
も
地
N
自
は
巾
長
二
期
間
闘
の
最
後
の
一
年
で
あ
宮
晶
ヘ
機
織
轍
鱗
鶴
瀦
繍
綴
磯
綴
綴
綴
錦
繍
繍
綴
線
灘
麟
臨
機
織
機
機
騒

i
z
r

欝

額

議

離

襲

撃

議

議

議

欝

務

総

議

緩

和

し

い

罪

す

る

。

こ

れ

は

…

例

に

治
体
も
事
な
十
年
で
あ
っ
た
。
わ
る
。
八
年
の
ん
川
!
げ
の
年
と
い
う
こ
ノ
瀦
鱒
織
麟
畿
騒
線
鶴
醸
額
獲
欝
態
轍
簿
野
総
欄
一
喜
一
工
、
下
、
主

D
R
r
f
g

た
く
し
は
一
九
六
一
一
一
年
五
月
に
一
見
と
ぜ
こ
こ
ろ
に
君
、
需
に
十
六
子
供
た
ち
が
成
長
一
3
る

に

つ

れ

離

離

離

鞠

鶴

麟

鱗

麟

麟

繍

鱗

鱗

?

断

言

白

日

町

駅

心

配

に
就
任
し
た
の
で
あ
や
わ
ら
、

5

2民
の
福
祉
向
t
の
た
め
に
的
、
一
二
、
き
年
、
雪
年
、
一
一
設
や
大
韓
鱗
鱗
鱗
鱒
麓
鶴
麟
鱗
闘
機
鱗
麟
透
レ
者
世
話
芸
で
は
な
か

誌
は
わ
一
九
く
し
む
片
涯
に
と
っ
て
書
で
あ
と
と
c

主
主
一
世
百
一
変
、
こ
こ
ろ
を
痛
欝
鱗
騒
騒
騒
騒
難
鱒
麟
欝
議
鱒
繍
ろ
う
か
。
乙
と
こ
さ
る
み
た
三

重
大
江
主
を
も
た
ら
し

ιfE」

V

ハ
め
う
一
言
語
に
は
就
職
震
い
る
。
践
る
三
一
人
裂
の
す
か
結
熔
な
ろ
一
た

o
i
l
-
j
;
2
1」
E
U、
紅
白

Lij

宅

市

代

〈

プ

「

産

め

止

殖

や

1
4」
の
時
代
に
で
、
ひ
と
斜
れ
ず
定
り
ま
わ
っ
た
c

し
て
独
守
一
一
す
れ
ば
、
一
応
説
的
役
目
こ
の
せ
っ
、
子
供
は
二
人
で
沢
山
当
た
ら
な
い
こ
と
を
、
結
婚
の
門
出

;
高
度
語
研
成
長
老
L
C
げ
た
六
O
年
結
婚
レ
た
わ

rく
し
は
二
十
供
六
人
か
く
し
て
興
五
人
は
、
ど
5
や
ら

H
M
終
わ
る
が
、
ζ
れ
も
そ
ん
な
に
這
だ
と
い
う
蒙
臨
時
か
多
い
。
あ
る
統
計
に
す
る
と
い
う
白
は
、
罰
則
自
と
い
匂
ジ

荘
、
日
本
に
す
ば
ら
し
い
要
企
授

2
2
7の
世
の
中
で
は
多
い
耳
だ
と
の
一
一
月
大
営
終
え
る
い
警
防
な
さ
そ
う
だ
。
卒
者
の
計
算
に
よ
る
と
、
す
に
一
一
ほ
か
は
な
如
何
Q
4

も
た
ら
し
、
物
績
が
に
ほ
若
い
〈
笠
よ
五
つ
だ
が
、
ゎ
?
く
し
ど
も
の
年
誌
と
と
に
な
一
夕
、
就
磁
先
も
す
で
に
内
と
と
し
は
五
万
一
一
百
に
、
一
一
脱
会
人
し
和
子
供
を
つ
〈
ら
な
い
と
、
中
(
昭
和
四
五
-
一
-
一
一
一
己

か
に
な
っ
た
む
し
か
し
そ
心
反
頭
角
で
は
、
多
和
ら
ず
m
y江
和
ら
ず
、
習
定
老
み
た
。
ζ
れ
で
親
の
責
任
を
巣
錦
が
拙
喝
し
に
集
ま
っ
た
。
独
り
っ
子
人
の
人
口
は
、
=
…
十
印
捜
に
は
六
百

本智? 

援コース す官庁害虫箆茸u9時車合一宮克鴇塚一

進芳日号茅1随一童委鰻研室町月?一軍揮メ;苧仁獲量〉

大神清掃作盤務調紡翻f鞭境保揖水道曹)11

水源一鯖入ヱ撞部地一市役所前く解散J

欝応 募 筋肉居住¢講2口才以上由人50.人ま

で

霊霊殿 Q" 2月25認をまでに往復ハガヰに、住
pf氏名、箆薮老t W5~a.. また窓体での申し込み

は確定人員と代表者下記へ''Tc潜際でしめ切

ります。

E霊童重 用 指斜 fただし工事PC:<?:昼食代要3
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水量豊稲共済金の支払い

活く稲共E寄金

平家 23，660円
員旦 65，730 
d:沢 123，060

金邑 30，240 

間崎 [42，3担
金 E日 851400

長菱 自 61，110 
誠島品270

神田 ι79C 

フミ Jlf 48，930 

言t 633，570 

51事



駅
前
広
揚
伊
占
額
し
て
い
た
、
あ
由

自
ざ
わ
り
だ
っ
た
疋
事
の
期
間
い
が
や
っ

と
取
担
剖
川
し
さ
れ
た
。
し
か
レ
、
そ
れ
も

つ
か
の
筒
、
乙
ん
ア
ほ
駅
合
の
真
ん
訴

の
了
挙
が
始
ま
D
、
ま
た
関
い
が
と
れ
ザ

つ
け
ら
れ
る
。

し
か
心
、
も
う
し
ば
ら
く
む
し
ん
ぼ

う
く
だ
さ
い
。
ほ
ん
と
う
に
、
も
う
少

し
の
む
必
惑
で
す
。

い
ま
広
湯
の
地
下
は
、
む
慌
の
よ
う

に
、
ほ
ぽ
七
分
ど
お
り
江
事
が
本
ん
で

あ
と
、
も
う
す
ζ
し。

あ
と
、
開
抗
告
訴

と
原
道
一
号
線
開
閉
め
出
入
U
B
Fげ。

主
事
材
料
の
散
乱
す
τhγ
暗
い
地
下
道

で
は
、
も
う
bmイ
ル
張
む
の
お
化
蛇
に

か
か
っ
て
い
る
。

米

(41) 

もう少し待。てください

駅前地下遭いま七分どおり

こ
白
庄
事
が
完
成
す
る
と
、
駅
前
広

場
は
人
が
品
砕
く
と
い
う
こ
と
が
で
吉
な

〈
な
夕
、
パ
ス
に
乗
る
場
合
も
、
い
っ

た
ん
地
下
道
じ
入
っ
て
、
目
的
の
バ
ス

停
の
階
段
を
J
が
っ
て
、
中
央
六
か
所

的
停
制
叫
耐
に
出
る
。
パ
ス
路
綜
十
一
一
系

統
は
、
岳
一
部
乙
の
大
か
所
の
障
問
団
所
か

ら
墨
色
、
パ
ス
ル
ι
降
り
や
均
台
も
、

地
下
道
芝
と
お
っ
て
四
か
所
の
階
段
和

ら
街
へ
出
る
、
と
い
う
乙
と
に
な
る
と

い
う
.
だ
ム
m
b
駅
前
広
潟
は
自
動
車
が

走
る
だ
げ
と
な
り
、
今
ま
で
ι
時
間
だ
っ
地
F

地下から簸設をよかるとそこはパス停。ひ

とつのパス串!こ2路線ずつの停留月初、できる

1
4

ノ
G

市
氏
の
み
な
さ
人
に
は
C
不
純
と
母

、
返
踏
を
お
か
け
す
る
が
、
も

P
レ
ば
5

〈
の
問
、
僚
会
日
気
を
DMUτ
、
怪
し

き
容
認
だ
事
長
@

わが子たちのために市内によい環境を確係しよう

穏係尽体の代表78名が集まって〈社会環境の浄化引回

する会〉が発足し、地域ぜんぷ町人的参加を得て活動を

援潟している、あなたの積極的な支援も…。
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の
健
一
度
忍
官
、
促
進
さ
せ
高
ス
ポ
胃
鯵
L

問
い
合
わ
せ

τほ
レ
に
ス
協
会

h
b目
指
護
課
指
議
レ

τ
一一

1
Yに
ぜ
ひ
書
加
宰
0

.

(

電
引
・
一
一

σ五
七
l
z
一O
六
O〉

ξ
れ
る
。
マ
マ
さ
ん
チ
ニ
ス
も
讃
レ
一
一

。
市
民
ス
ポ
1
Y教
室
の
臼
・
毎
月
。
揖
三
連
扇
・
ま
ぜ
ま
だ
骨
乃
さ
が
綴
い
も
白
。

第
二
・
第
羽
月
曜
日
の
二
閥
、
見
前
き
そ
う
だ
。
寒
い
臼
な
ど
、
と
か
く
や
薄
田
肌
抽
出
反
ふ
・
中
学
生
宝
石
」
yン

市
教
委
体
育
諌
で
一
段
、
市
民
庁
み
つ
け
て
も
ら
い
た
い
と
市
民
ス
ポ
i

合
部
育
館
が
無
棋
で
開
放
さ
れ
、
市
家
の
中
に
ζ
も
一
り
が
ち
だ
が
、
あ
な
大
会
南
院
地
区
警
少
年
育
協
会
主

な
さ
ん
が
一
人
で
守
的
多
く
ス
ポ
T
Y
Y教
警
の
呂
を
は
じ
め
~
嵐
長
ω体
民
む
み
な
さ
ん
な
ら
だ
民
で
も
向
用
た
の
鑓
援
の
た
治
L
も
、
安
全
な
近
催
の
ざ
号
ノ
ン
大
畠
程
、
新
春
の
一

一
な
た
で
き
る
。
卓
球
や
パ
レ
1
ボ
}
ル
、
ξ
の
一
一
宮
念
大
い
に
散
揖
し
よ
う
e

}

月
四
日
〈
臼
)
、
ノ
ヌ
濡
事
故
由
心
配

:
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど
の
察
内
経
ス
ポ
自
に
む

3
揖
〈
だ
け
で
非
常
に
良
心
な
い
県
青
少
年
サ
イ
ク
D
ン
グ
コ

官
1
5
3之
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
い
運
動
仁
な
る
@
一
一
月
十
音

2
1ス
問
主
ロ
ミ
選
手
八
十
一
人

主
品
‘

i

i

l

L

h

事
列
車
吉
空
ま
さ
ば
し
て
力

記
一
日
2
4
口
基
こ
う

E。
襲

評

議

中

霊

の

-

J

ー

:

部

、

小

学

生

白

部

の

優

勝

者

に

一

抱

一

主

体

育

館

は

制

利

用

後

縛

っ

て

ま

す

え

ほ

ど

の

大

き

な

ト

ロ

フ

ィ

ー

が

婚

シ
山
中

d

d

べ

ら

れ

、

警

加

者

全

員

に

「

記

録

証

」

刊
に
ス
、
最
に
も
と
利
用
く
戸
一
き
い
。
三
事
中
央
大
舎
に
嘉
し
よ
う
e

と
ノ
1
ト
蕗
ら
れ
た
。

マ
可
け
、
。
品
力
っ
く
且
灘
高
蜘
・
ま
た
見
的
。
巡
回
ス
ポ
ー
ツ
歌
謡
園
体
操
や
軽
〈
V

体
育
行
事
・
マ
軟
式
野
球
指
導
者

間
サ
台
悼
宵
鰭
で
は
、

B
，
月
曜
斤
口
を
除
ス
ポ

l
yな
ど
の
品
力
つ
く
包
垣
勤
講
習
会

(
2月
れ
臼
/
体
育
館
〉

制

ゆ

い

た

宮

、

午

史

君

主

主

な

た

の

抽

言

雪

ル

1

マ
講
義
ス
キ
1
1会

(
3月
1

酎
川
ま
で
一
体
力
っ
く

D誌
を
行
な
っ
て
ブ
で
計
磁
じ
て
く
だ
さ
い
。
用
事
日
5
2日
/

詰

山

)

達

手

地
て
い
る
。
だ
れ
で
も
で
寄
宿
軽
ス
ポ
1
指
認
は
障
費
諌
で
準
備
す
る
。
ス
ト
平
塚
大
会
(
3
月
8
B
/大
野

町
吋
ノ
に
護
ぐ
る
み
で
一
番
加
レ
て
そ
O
婦
人
吉
一
ス
撃
で
一
軍
木
曜
日
小
)
早
急
車
実

3

と
は
i
よ
さ
一
委
員
具
も
ぎ
の
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3月初日 昆E円台武道揚
盟理邸調程 (3顕めコ
4月日臼 J主主ffi公民館金自公民館
タ 7日 中原主持主館 霊堂悶公民館
ク 8日土沢中学校路公民館
ク 自白隠崎公民館富士見公民

館

4月10臼神ffi公民1舘八幡長民館

問中治ーちゃん
たなかこういち

官住所流崎 3400市営岡

崎回地震霊話工事会社勤務の

田中正ーさんて2のと菱E君
子さん(24)O長男・生後11
か月.

韓鱒麟麟鱗鞠鞠;
a覇対語.Wl*日39・4・2日~招草日44
.9 . 30臼に生まれた子。

• l~時20分から15時まで

ヨ慈亡接種目コ

2月14担 花オく岳古宮
d' 178 須賀公民館。188 史的台盟主車場
輔巡間宮寝仁検査目、時院は錦じコ

2月16臼 :a1J<立館
.f.' 19日 須賀公滋賀宮
4-' 20日 見向日台民吉場

盟封揖.(第1J立:昭和44・5・1日
~昭和44掴 10・31日に生まれたも
ので1回主主認していない子 (2
丹、 3月、 4月と 3¥E:接種J
く第2刻コ昭和42・5・1日~昭

和43・10・318に生まれたもむと
昨年む春、第1期どと完了している

もの亡1回接種コ
臨時間・ 13時30分台ふら15時まで。

盟jA殴日程仁T臨め〉

2F123臼金田公民館金目公民館
Q 44日中原公民館豊田公民館
d- 2-5日土沢中学校旭公民館
9- 26B 筏公民熊富士見公民

館

Q 27白神田公民館八括公民館

3月早尽 i日四之宮公認館構内集
会場く構内問地内コ

'" 3日須賀公民館紅原公長沼E
'" 4日花水公民館

'" 5臼見ftt台武道場
瞳i忠康司麓 (2留め〉
3"16臼金日公民館金自公民鐙
9 

踊揮1
掴諦2・麓4日曜留は北関JQ;医院が
原則とレてき三療に応ずるζ とになっ

ている。 r~芸員リであって都合により

変更もある@臼舵河はあくまで林診

臼であ担、診イ立緊急“患者fこ限るJ
とされている。

韓共済病院 (32局1950)

圏平揮市民輯院 <32局0015)
鵠済生長購院 (31局0520)

髄膏雲重量病院 (21局0346)
盟意田満焼 ‘ (21局0570)

宮、

広報紙に掲載する〈赤ちゃ

ん〉今月は応募40人のなか

から1月2-68広報課長が摺

せん活ーちゃんに決まっ
円ι. 
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φ一日に~の 8騒の家三誌を予足しています
仁施設使用料〉

午前 9~もこから (35人誌で) 2. 050円

午前10符からく35人誌で) 2.050円

.triiill1持から (35人三で) 2.050 内
午後12持からく80人まで) 2.800月

午後 1跨から (50人まで) 2・500円

午後 2持から (35人まで) 2，050門

午後 3時から (35人までう 2・100F可

午後 4a寺から (35人弐で) 2.150円
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、
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原理事金は、セントラノL劇場在除いて各50丹、セン

トタル号コロP之オιジz lJ エ~ H;J:l師向.
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がいかにも古色を帯びEll緒あ担

げにみえるので土地白人々がこ

の伝F主主信じ亡いるのはもっと

ものこと主いえる。

ところで先年古建築研究家足 iのと考えとよろしいのではある
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司
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悶
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踏
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みんなの緩い交通安全

歩行者は1Eしい横断を

護憲芸者は歩行者の保惑を
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